
（別紙５）書類審査選定基準表

評価項目 評価内容 評価 点数

きわめて良好 １０点

良好 ６点

普通 ４点

やや不十分 ２点

不十分 ０点

きわめて良好 ２０点

良好 １２点

普通 ８点

やや不十分 ４点

不十分 ０点

きわめて良好 １０点

良好 ６点

普通 ４点

やや不十分 ２点

不十分 ０点

きわめて良好 １０点

良好 ６点

普通 ４点

やや不十分 ２点

不十分 ０点

きわめて良好 １０点

良好 ６点

普通 ４点

やや不十分 ２点

不十分 ０点

きわめて良好 １０点

良好 ６点

普通 ４点

やや不十分 ２点

不十分 ０点

きわめて良好 ６点

良好 ４点

普通 ２点

不十分 ０点

きわめて良好 １０点

良好 ６点

普通 ２点

不十分 ０点

該当 ５点

非該当 ０点

きわめて良好 ４点

良好 ３点

普通 ２点

やや不十分 １点

不十分 ０点

最低提案金額÷受託希望者の提案金額×5点（小数点以下切捨て）　

（消費税及び地方消費税額を含む。）

１００点合計

⑷市内中小事業者
本市区域内に本店又は主たる事業所を有する中小企業者かどう
か。

⑸品質確保

企業の認証資格について下記の要件を有しているか。
①ISO9001　品質マネジメントシステム
②ISO14001　環境マネジメントシステム
③ISO/IEC27017　情報セキュリティマネジメントシステム
④レジリエンス認証

５点満点⑹提案金額

⑵業務実績
平成２７年度以降に履行が完了した、避難情報判断・伝達マ
ニュアル策定又は改訂業務の受託実績（水害、土砂災害に限
る）があるか。

⑶業務実施体制

平成２７年度以降に履行が完了した、避難情報判断・伝達マ
ニュアル策定又は改訂業務の実績（水害、土砂災害に限る）を
有する技術者を配置しているか。

業務分野に精通した技術者を配置しているか、具体的には以下
の資格を有する技術者を配置すること。
【類型A】
①技術士（総合技術管理部門（選択：建設（河川、砂防及び海
岸・海洋）））
②技術士（建設部門/河川、砂防及び海岸・海洋）
③技術士（総合技術管理部門（選択：建設（都市及び地方計
画）））
④技術士（建設部門/都市及び地方計画）
【類型B】
①空間情報統括管理技術者
②地理情報標準認定資格（上級技術者）

⑴企画提案書

【業務実施方針】
本業務の目的を理解し、本市の現状及び課題を踏まえた業務方
針が立案されているか。

【内水氾濫の避難情報発令・判断基準検討】
基準構築に向けた調査及びレベル４格子の設定に関する検討手
法が適切に提案されているか。

【緊急安全確保発令の検討】
緊急安全確保の発令について適切な検討手法が提案されている
か。

【線状降水帯事前予測発表時の対応検討及び避難情報早期発令
ルールのマニュアルへの反映】
本市の対応や発令ルールに関する検討手法が適切に提案されて
いるか。

【中小河川における氾濫危険水位到達時の避難情報発令の検
討】
氾濫危険水位到達時の避難情報発令について適切な検討手法が
提案されているか。


